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動物飼育体験の教育的効果（２）

問題と目的
ሓٛ教育要ᬻ（文部科学ᅁࢺ版ࢳ成29ࢲ ¬2017á）の「ቼ

２ቛ　保育の内߁」ȺɂǾᬻ域「ၥہ」について͏˩の

ᴰつのɀらいがᜫްȨɟているǿ

（1）ᡵ近なၥہにᜆしみ，自ུと᜔ɟ合う中Ⱥറȁな̜

象にᒾ֞ɗ関॑をもつǿ

（2）ᡵ近なၥہに自分から関ɢり，発をഒしɦだり，

考えたりし，Ȱɟを生活にりоɟɛうとするǿ

（3）ᡵ近な̜象をたり，考えたり，ȶたりする中Ⱥ，

物の性質ɗୣᦀ，文ޏなどに対する感ᜁを豊かにするǿ

この中Ⱥɀらい（1）をᤎ成するたɔに体験すべき内

として「（5） ᡵ近な動物にᜆしみをもȶてし，生߁

֤の߰Ȩに͇き，いたɢȶたり，۾Ғにしたりするǿ」

という活動がᜫްȨɟているǿࢺ児ఙにɂǾ単に本ɗ

ЅなどȺ動物についてჀͬ体験するのȺɂなくǾ動物

の飼育ɗ物のڗを実᪨に体験することが効だと考

えらɟているǿ小山（2017）ɂǾَᨺ等の間体験ɛり

も本物の自ུに᜔ɟるᄽ体験の方がǾࢺ児にとȶてɛ

り知的好॑܋がȨぶらɟたりǾറȁな感情体験をした

りǾჀץをもつことȺ新たな発をɦだりすることが

ȺきるとᣖべているǿȰこȺǾ動物の飼育・ڗ体験

がどのɛうな教育的効果をもたらすのかǾ実ᜳ的な研究

が॒要となȶてくるǿ

小林・板倉・米﨑・稲垣・神川（2018）ɂǾߋ山۾学

人間発ᤎ科学部᪀ࠖࢺሓٛ（͏˩Ǿ᪀ࠖࢺሓٛとႩ記）

においてウサギの飼育体験をɀることがǾウサギとい

う生物の特ौɗ生態（᭥᭵・ยなど）を実感するたɔ

に効果があることをᇉしたǿ

᪀ࠖࢺሓٛにおけるウサギの飼育छႭ活動ɂඒの通り

Ⱥあるǿࢳ長児が生活ဳのᴰ～ᴱ名からなるグループが

छႭҤȺ飼育छႭをઆछしているǿछႭɂ「ʦウルい

」と「ブラシい」の２つのमҾに分かɟているǿ「ʦ

ウルい」ɂǾ᭵をоɟఉえǾʦウルをいǾ日ఉɢ

りの野ᕗをウサギ（ミミȴɖɦ）の᭥べɗすい۾きȨに

Ғるという̜̈́内߁Ⱥあるǿ「ブラシい」ɂǾ飼育

小ࠎ内のย物をɎうきǾブラシをႊいてોするǿ飼

育活動のఊऻにɂウサギとの᜔ɟ合いɗᜊ察の間をᜫ

けているǿウサギ小ࠎのҰにɂクローʚーが一面に生え

た小Ȩなࢿ場がありǾȰこに౻をࢿȥてウサギをоɟǾ

Ӧ࿎᭮育Ͷ᮷Ɂ教育ᄑӛᴥᴯᴦ

―ウサギの飼育を通して子どもが体験すること―
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要旨

本研究ȺɂǾࢺሓٛにおけるウサギの飼育体験活動を通してǾ子どもがどのɛうな体験をするのかを検討したǿ̜Ұ

の面調査に基づいてࢺ児をᴱつのタイプに分᭒しǾ飼育छႭ中の子どもの動のᜊ察Ǿ生֤߰に関する態度に関

する面調査Ǿウサギの૫႕Ǿઆ͖保育者からのᐨきりというᴱつのລ度に基づいてǾ飼育体験がもたらす効果を

検討したǿȰのፀ果Ǿ子どものタイプȧとに飼育体験が持つ意֞がႱなȶていることがᇉȨɟたǿ家࣍Ⱥの動物飼育

体験があり生֤߰の意識が高い子どもにとȶてɂǾウサギの飼育体験ɂᕻな態度の۰化をもたらȨなかȶたǿ家

Ⱥの動物の飼育体験がありǾかつ生֤߰の意識がͲい子どもにとȶてɂǾウサギの飼育体験ɂ生物の理ᜓを高ɔ࣍

る効果ɂもたらすがǾ生֤߰の意識を高ɔることɂなかȶたǿ家࣍Ⱥの飼育体験がなく生֤߰の意識がͲい子ど

もにとȶてɂǾ飼育体験ɂ生֤߰の意識を高ɔる効果があȶたǿなお本研究においてɂǾ飼育体験がないが生֤߰

の意識が高いࢺ児ɂǾ飼育体験ऻにɂ生֤߰の意識がɛり高くなȶていたがǾこɟɂウサギ飼育の体験͏外の要

因が影響を及ぼしている可能性があるたɔǾ̾ऻのȨらなる検討が॒要Ⱥあるǿ

キーワード：保育内߁（ၥہ）Ǿ　飼育体験Ǿ　生物学的理ᜓǾ　生֤߰
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子どもたȴがウサギとɈɟあう間をᜫけているǿ

小林ら（2018）ɂǾ飼育छႭを体験するҰ（ࢳ中児の

２ఌ）とᴲ回体験したऻ（ࢳ長児の 10 ఌ）にウサギを

対象とした૫႕をᚐいǾȰの۰化を比較したǿȰのፀ果Ǿ

２足Ⱥᄽし衣ఏをɑとȶたଵ人化Ȩɟたፎ（アʕミʄ

ʪ的表現 º 藤崎 ¬2003）から実᪨にࢺሓٛȺ飼育してい

るウサギに近いリアリʄʪ的な表現に۰化したことを報

֖しているǿ

しかし小林ら（2018）ɂǾ飼育体験Ұऻの૫႕を比較

しただけȺありǾ実᪨の飼育活動中のࢺ児のᚐ動につい

てɂ報֖がなȨɟていないǿしたがȶてǾどのɛうな体

験が生物学的理ᜓをɔることにつながȶたのかを検ᜳ

する॒要性がරȶているǿ

ȰこȺ本研究ȺɂǾ小林ら（2018）がՖᪿしたᜊ察記

録をᝊጯに検討しǾᜊ察対象となȶたࢺ児が飼育छႭの

中Ⱥどのɛうなጽ験をሥみǾウサギに対する認識ɗ生物

を৮しɓ感情が育ȶていくのかをするǿしかしǾウサギ

の飼育छႭを体験するҰの子どもの状態（レʑィʗス）

にɛȶて飼育体験の持つ意֞がႱなȶてくると९ɢɟ

るǿ特にǾ家࣍Ⱥ動物の飼育体験をԚ分にሥɦȺいる場

合にɂǾウサギの飼育छႭをୣ回体験することの効果ɂ

小Ȩいと९ɢɟるǿɑたǾ生物を৮しɓ感情をするࢺ

児とȰうȺないࢺ児ȺɂǾ飼育छႭɋの関˫の̈́方がႱ

なると९ɢɟるǿ

ȰこȺ本研究ȺɂǾ̜Ұのρ別面にɛȶてࢺ児をᴱ

つのタイプに分けǾȰの中から対象児をҋして飼育छ

Ⴍ中のᚐ動をᜊ察するǿȰしてǾछႭの活動中の発ɗ

ᚐ動からǾウサギに対する態度がどのɛうに۰化したか

を検討するǿȨらにǾこうしたウサギに対する態度の۰

化とウサギの૫႕の۰化を関連͇けてǾ飼育体験の持つ

意֞を検討するものȺあるǿ

方　法
対象児　小林ら（2018）の研究にՎӏした᪀ࠖࢺሓٛの

を対象としたǿ（児ᴱ名ܤ႒児ᴱ名Ǿ）長児のうȴᴵ名ࢳ

対象児のᤣҋɂඒのਖ਼続きにɛȶてᚐȶたǿ

˧崎・長٪（2008）の調査をՎ考にǾ質ץの文を一

部۰したρ別の面調査をǾቼ２ᕻ者がࢳ中児 35 名

（႒児 14 名Ǿܤ児 21 名）に実ஃしたǿȰの中の「いき

ものがુてらɟていたらどう९いɑすか」というᜫץの

回ኌとǾ実᪨に動物の飼育をᚐȶたጽ験があるかどうか

に基づいてࢺ児をᴾ～ᵁのᴱつのグループに分᭒したǿ

「いきものがુてらɟていたらどう९いɑすか」という

ᜫץについてɂǾbとてもযしいcとȰɟ͏外の回ኌ（「ど

ȴらともいえない」「ȯɦȯɦযしくない」）に分けたǿ

ᴱつのグループをÔáâìå 1 にᇉすǿ

Ôáâìå 1 の基ໄにภȶて 35 名のࢺ児をᴱつのグルー

プに分᭒したあとǾઆ͖教諭とԦឰしてᜊ察対象児をյ

グループから２名ȭつᤣҋしたǿᤣҋにछたȶてɂǾ理

ᜓ力ɗ૫႕能力などの発ᤎがްټ発ᤎȺあることを基ໄ

としたǿ

測度　飼育体験の効果をΙするたɔにǾ͏˩のᴱつの

ລ度をႊいたǿ

（1）飼育当番中の行動観察　ቼ２ᕻ者がビʑɴɵʫラ

Ⱥ対象児の飼育ᚐ動を録႕したǿ飼育छႭ活動の始ɑり

のણ（「ɂȫɔɑしょう」）からǾጶ̘のણ（「おɢ

りɑしょう」）ɑȺの間を録႕したǿȰのЅを文ޏ化

しǾ記録を「生き物に対する理ᜓɗঢ়着がみらɟる動」

「生き物の֤をないがしɠにする動」「छႭの̜̈́に

りጸɓറ子」「対象児のρ性」「保育者からの指導ɗ援Ӓ」

というᴲつのɵʐɾリーに分᭒したǿ分᭒ɵʐɾリーを

Ôáâìå 2 にᇉすǿ

「生き物がુてらɟていたら」

とてもযしい Ȱɟ͏外

飼
育
体
験

あり ᴾ ᴿ

なし ᵁ ᵀ

（า）ୣ名のࢺ児ɂᴱᏰに分᭒Ⱥきなかȶた

ɵʐɾリー 発・ᚐ動の

生物ɋの理ᜓ・ঢ়着 リスと体色がͬていることにづく

ウサギを᜔り「かɢいい」という

生物のᢌ視 ʊンɾʪシをʧケットにоɟる

ኝのේаȺේᘖをોく

छႭの̜̈́ ɑȭǲǲするɦだɀ

॑をҰにしてブラシȺࣂをこする

対象児の特ौ リーʊーシップをとる

Փᤎとあɑり関ɢらない

保育者からの援Ӓ ʊンɾʪシも۾ҒにしてɎしい

ȴりとりのΈい方を教える

Table 1 幼児の分類

Table 2 飼育当番中の行動の分類カテゴリー

（2）生命尊重についての面接調査　対象児のᤣҋਖ਼続

きの部分ȺもᣖべたɛうにǾ˧崎・長٪（2008）の調査

を一部改۰したρ別の面調査をᚐȶたǿ̜Ұの調査ɂ

飼育体験が始ɑるҰのᵕ２ࢳఌ（ࢳ中児）にᚐいǾ̜ऻ

の調査ɂ飼育体験ऻのᵕࢳ 10 ఌに実ஃしたǿ

щ体的なᜫץɂǾ「生き物が好きȺすか」Ǿ「生き物が

ુてらɟていたらどう९いɑすか」Ǿ「生き物を可ঢ়がȶ

て۾Ғにしていɑすか」Ǿ「自分ɛりऍい人ɗ生き物を

ަȶてあȥたいȺすか」のᴱつȺあるǿ口ᭀȺᜫץを読

み上ȥたऻȺǾ「とても～Ⱥある」から「пུ～Ⱥない」

のᴲ段階尺度のᤣᑆを書いたጤを૬ᇉしǾȰɟをを読

み上ȥながら自分にछてɂɑると९うᤣᑆを１つᤣぶ

ɛうにɔたǿ

（3）ウサギについての描画調査　飼育体験の開始Ұ（ᵕ

ࢳ２ఌ）と飼育छႭ活動をᴲ回体験したऻ（ᵕࢳ 10 ఌ）

にウサギの૫႕を実ஃしたǿ「自分の९うウサギのፎを
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૫いてくだȨい」という教ᇉと共にǾᄌ色・тつҒの႕

ႊጤを１ȭつᥓࢎしǾյ自がするʨーɵーʤンȺ

自ႏにウサギの૫႕をɔたǿ

（4）担任教諭からの聞き取り　対象児ᴵ名の૫႕調査

の۰化がࢺሓٛにおける飼育活動を通した۰化Ⱥあるか

どうかをᆬ認するたɔǾ૫႕調査実ஃऻに保育者に向け

たᐨきり調査をᚐȶた（ᵕࢳ 11 ఌ）ǿᴵ名の対象児Ȱ

ɟȱɟの「ᴱఌから現在にᒴるɑȺの૫႕のጽ験」「આ

͖保育者からみた૫႕の۰化のᜓ釈」「ࢺሓٛの生活に

おける生き物との関ɢり」について尋ɀたǿ

実施期間　ᵕ２ࢳఌ～ 11 ఌに実ஃしたǿщ体的にɂ͏

˩の通りȺあるǿ

・ᚐ動ᜊ察　ᴱఌ～ 10 ఌ

・面調査ᴬ૫႕調査　２ఌ・11 ఌ

・આ͖ɋのᐨきり調査　11 ఌ

結　果
文ޏ化Ȩɟたᚐ動ᜊ察の記録をɲʞʇードに分けたと

こɠǾ対象児ᴵ名についてп 1¶0 ɲʞʇードがՖᪿȨɟ

たǿɲʞʇードがఊもߵなかȶたࢺ児ɂ 13 ɲʞʇード

ȺありǾఊも۹かȶたࢺ児ɂ 31 ɲʞʇードȺあȶたǿ

こɟらのɲʞʇードに対してǾࢺ児教育を主なߩと

する学生ᴰ名が独して分᭒したとこɠǾᴰ名Ⱥ一ᒵし

たものが 105 ɲʞʇード （¶¶ᴢ）Ⱥあȶたǿᴰ名中２名

の一ᒵがらɟたものɂ 4¶ ɲʞʇード（29ᴢ）Ⱥあȶ

たǿ２名͏上が一ᒵした場合ɂȰのɵʐɾリーをႊし

たǿᴰ名の間ȺΙが分かɟたɲʞʇードɂǾᴰ名のԦ

ឰにɛȶてɵʐɾリーをขްしたǿ

対象児ᴵ名のがՎӏした飼育活動の回ୣとǾᜊ察ɲʞ

ʇードǾ̜Ұ・̜ऻの૫႕Ǿઆ͖保育者にɛるᜓ釈を͏

˩にᇉすǿ

なおǾ۹くのࢺ児ɂቼ１回のछႭの᪨にɂ自分の̜̈́

を習得するのȺጀ一ీだȶたたɔǾウサギとの関ɢりが

ɎとɦどらɟなかȶたǿしかしǾқ回からウサギに関

する動がらɟたࢺ児についてɂǾቼ１回の動につ

いても記ᢐしたǿ

（1）Ａグループの幼児
Ｃ１児（女児）の言動：

第２回：
̜̈́内߁に自分Ⱥづきᚐ動する姿がみらɟるǿ「ミミȴɖ

ɦが᭥べɗすい۾きȨᴼ」とа生にᐨくなどǾミミȴɖɦ

の場にたȶて考える姿がらɟるǿʊンɾʪシを͇けた

᪨にɂǾ「̾а生ʊンɾʪシᡍみȰうになȶてた」と発し

生きものの֤について考えることがȺきているറ子がらɟ

たǿ

第３回：
ミミȴɖɦの動くറ子を自分の目Ⱥᆬ認するとݼしȰうなറ

子をጶ始みȮるǿछႭが２人しかおらȭǾȰɟȱɟのमҾઆ

छが１人だȶたたɔかǾ̜̈́をするɛりもǾՓだȴとクロー

ʚーଊみの作ഈを一緒にすることが̾日のछႭのなかȺఊも

ഒしいɛうなറ子がらɟたǿミミȴɖɦの体の色をてǾ

ͅの動物（リス）に色がͬていることに͇くǿ

第４回：
教育実習生にछႭの̜̈́内߁をᝢ明することがȺきるǿ野ᕗ

をҒるジɱスʋʭーȺしたい̜̈́をͤえたりǾᬷ張るȱとい

うɶッʎʧーʄをȮたりなどछႭに対して意ඕがらɟ

るǿ野ᕗをҒりながらミミȴɖɦにᝈしかける姿からǾ̜̈́

をしながらもミミȴɖɦに関ɢるറ子がらɟたǿɑたǾ「ミ

ミȴɖɦǾあɦɑりʕンジン好きȫɖないɦだɛ」と発す

るなどǾ「ミミȴɖɦɂʕンジンを好ɦȺ᭥べない」という

ミミȴɖɦの᭥に関する発をするǿミミȴɖɦが᭥̜をし

ているറ子をみて「あーǾ᜔りたい」「ɢたしҒȶたɗつ（᭥

べてる）」「おいしȰうに᭥べてる」と発するǿ

第５回：
ՓだȴのɲプロンのጟをɦȺᎌȶてあȥるǿミミȴɖɦの

うɦȴに対してǾ「くȶȨーい」と口をઃえてታȶたりǾ「ミ

ミȴɖɦのӾいがする」と発したりするがǾᒳいにおいが

することɂ人間もպȫだということをՓだȴにͤえるǿɑたǾ

ጊだらけȺɂミミȴɖɦがٌȶてしɑうことをミミȴɖɦの

持ȴに共感し発するǿミミȴɖɦに᭥べȨȮるクロー

ʚーをଊみながらǾクローʚーのᕹのढをᜊ察したりミミ

ȴɖɦがᕹを᭥べることを実᪨にて認識したりしているǿ

（า）　　　：छႭの̜̈́　　　　：理ᜓ・ঢ়着

　　　　　：２つがຉ在するɲʞʇード　（͏˩պറ）

図１　Ｃ１児の描画（左：事前　右：事後）
担任の解釈：飼育体験Ұऻの૫႕の۰化に関してǾウサ

ギにとȶてͷが॒要なのかがщ体的に理ᜓȺきているǿ

飼育体験Ұにɂらɟなかȶたリʦンなどの装᭰がある

がǾミミȴɖɦɗウサギɂ可ঢ়いǾという感情がᣅɔら

ɟた装᭰と考えらɟるǿ「ミミȴɖɦ」というこだɢり

があȶてᔪ色にڴȶているのȺɂないかǿ

Ｃ２児（女児）の言動：

第２回：
ՓだȴのɲプロンをፀɦȺあȥたりǾඒにする作ഈをᜁえて

おり自分から̜̈́をɔたりする姿がらɟるǿミミȴɖɦ

のጊ （۾きȨɗୣ）Ǿ᭥̜（水をいȶɄい᭬ɓ）についてǾͅ

者にᕹɗਖ਼ぶりȺͤえることがȺきるǿアリがミミȴɖɦ

の᭵を᭥べているറ子を͇けǾͅの生きものにも関॑を向

けるǿ۾ಏのᕹɂどのɛうなものなのかǾミミȴɖɦを生物

のウサギとしてસえ「こɦなに᭥べるの」とқɔて知ること

にᯆいたりǾ理ᜓをɔたりするറ子がらɟるǿミミȴɖ

ɦをТしくଝȺたऻǾ自分の˵ਖ਼をすり合ɢȮてɈɢɈɢ

だȶたことを実感するǿ

第３回：
ブラシોにΈうʚケʎの水の中にアʫンʦがいたことをՓ

だȴとᝈすǿブラシのේаをうɑくΈȶてોすることがȺ

きないǿミミȴɖɦと᜔ɟ合いǾа生とᝈをしながらǾウサ

ギのᯤɂイラストのɛうなᴰ本ᯤȺɂなくたくȨɦの本ୣが

生えていることにᄽ目Ⱥて͇くǿミミȴɖɦをોऻ

小ࠎにоɟてあȥてもǾʦウルにɛȰȶた᭵をすȣにɂ᭥べ

ないことに「Ȯȶかくきɟいにしたのに」とරॡがるറ子が

みらɟるǿ

第４回：
「ᵀ２ȴɖɦǾҒる」とǾ自分のしたい̜̈́をͤえたりǾʨス

クをつけるጙశを「ʨスクするおጙశだɛǾ動物ɂᤏうから」

とՓだȴに教えてあȥたりなどछႭ活動にሥ的な姿がら

ɟるǿɑたǾमҾ分આを中॑になȶてขɔǾリーʊーシップ

をとる姿もらɟるǿʦウルをう᪨Ǿʦウルに͇いた野ᕗ
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のɟからǾ「ミミȴɖɦǾおいしいもの᭥べてる」とミミȴɖ

ɦの᭥̜について考える場面もあȶたǿӿˣȺʕンジンをҒ

る᪨「小ȶȴɖくなȶてるからǾミミȴɖɦ᭥べɗすいと९

う」と発したりǾミミȴɖɦのᗭの家が᭥べらɟるɛうに

なȶていることを「おᕔ子の家みたいだɀ」とǾа生と一緒

にᝈし合ȶたりしたことからもǾ̾回の飼育Ⱥɂミミȴɖɦ

の᭥について考える姿がらɟたǿ

第５回：
Փだȴのɲプロンのጟをፀびながらミミȴɖɦが小ࠎの中Ⱥ

ᤈȧしているറ子をᜊ察するǿどき「ミミȴɖɦ」とミミ

ȴɖɦに向かȶてۦをけたりǾ「あǾいたǾあȰこᴞ」と

ᄒに教えたりするǿʦウルをう᪨Ǿミミȴɖɦのේが水に

๙いていることに͇くǿՓだȴにスʧンジのᆕい部分Ⱥ

うとɟがɟɗすいことを教えてあȥるǿ野ᕗをҒる᪨Ǿ

а生から̾日のɵブɂᄒȺえたɵブのᕹȺあることを教え

らɟるǿ᜔ɟ合いの間Ǿミミȴɖɦがあたたかくɐȴɖɐ

ȴɖȺあることから「おᄾଡȨɦみたい」と発するǿऻԡ

Ⱥミミȴɖɦが小ࠎからᑱᠨする場面がありǾミミȴɖɦɂ

をȶているのにᠨɟることに「ミミȴɖɦǾおɃあȴɖࢳ

ɦなのに」とᯆくǿՓだȴから「ミミȴɖɦȶてͷදᴼ」と

ᐨかɟると「のදにɛるとɀー」とのදのୣえ方と比較

することがȺきるǿ

図２　Ｃ２児の描画（左：事前　右：事後）
担任の解釈：飼育体験Ұの૫႕に比べǾ飼育体験ऻの૫

႕ɂがҰになȶているǿウサギの体のͱᏚ関Ρがɢ

かȶているǿʞンクの色をしたウサギがҋてきたがǾࢳ

長ᴱఌからの保育の中Ⱥイラストのウサギに᜔ɟるጽ験

ɂしていないǿߵࢳ児のにے面の装᭰などȺウサギに

᜔ɟるጽ験ɂあȶた可能性があるǿ遊ੌの装᭰もʞン

ク色をしたウサギをႊいていたことがあȶたたɔ「ウサ

ギᴺʞンク」というِްകॡがあるかもしɟないǿ

（2）Ｂグループの幼児
Ｃ３児（男児）の言動：

第１回：
а生からͷ度か̜̈́内߁の指ᇉがあȶてからᚐ動するറ子が

۹くらɟるǿɎうきのΈい方がɢからȭǾа生に一緒に持ȶ

てもらい教えてもらうǿミミȴɖɦのᚐ動を「ミミȴɖɦ（̾

ɂȧɂɦ᭥べてないけどきȶと）ऻから᭥べるɛ」と̙ລす

る発をするǿछႭの活動としてોする小ࠎの᪬にもう１

つ小ࠎがあることにᒾ֞を持つǿ

第２回
自分のしたい̜̈́について主張するǿ「いȶɄいあるなあǾ

ミミȴɖɦのうɦȴ」「端ȶこにたくȨɦうɦȴがあるɦだ

ɛ」などǾミミȴɖɦのጊについて理ᜓをɔるറ子がら

ɟたǿ「ブラシも̜̈́あるɦだɛɀ」「どこにુてるɦだȶ

けᴼ」と自分からᆬ認したり尋ɀたりするറ子がらɟるǿ

ミミȴɖɦのේ˶みのറ子をɛくᜊ察しǾਖ਼のࢲǾਖ਼の႐な

どいɠいɠな試し方Ⱥミミȴɖɦを᜔るǿ

第３回：
ブラシいの̜̈́をᴰ度目としてऀきՙけるǿ自分からလ

аしてોႊщをりにᚐȶたりǾጊをఊऻɑȺɔȭに自

分なりの方ศȺɠうとしたりǾ自分のमҾの̜̈́に͖を

もȶてりጸɓറ子がらɟたǿ一緒に活動しているՓだȴ

に̜̈́内߁を教えてあȥることがȺきるǿ᜔ɟ合いの間にǾ

᜔ȶたਖ਼をにすりつけるなど自分の体Ⱥ体感しているǿ「う

Ȩȡᴺᄌ色の体」というകॡをもȶているǿウサギ͏外の生

きもの（アリ）の֤を۾Ғにする姿がらɟたǿ

第４回：
「ミミȴɖɦのうɦȴくȨいからお外Ⱥうの（ʦウルい

）Ⱥいいɛ」「ミミȴɖɦのうɦȴくȨくないならǾブラ

シȺもいいけど」と発するなどǾ小ࠎの中がጊȺいȶɄい

だȶたことからǾ小ࠎの中にɂоりたくないという持ȴを

持ȶていながらもǾミミȴɖɦɂかɢいいという感情をもȶ

ているറ子がらɟたǿ自分のɗりたいमҾをՓだȴにឲるǿ

キʭʣʎをȴȡりながらǾ「ミミȴɖɦ太ȶȴɖうɛ」とミ

ミȴɖɦの体を考えた発をするǿඒの日が͡日Ⱥ᭵をɗɟ

ないことから「クローʚーǾいȶɄいоɟなきɖ」と発を

したりǾ「ಏȶこからଊɦȫɖだɔだɛ」とミミȴɖɦの

持ȴを考えらɟる発をしたりしているǿ̾日ɂミミȴɖɦ

のጊが̔ྡしていることをа生にɢɟて͇くǿ「なɦȺ

̔ྡしているのᴼ」とа生に尋ɀるǿ

第５回：
「ඒǾɲプロン」「早くɗりたい」「ÃǾもうブラシいに（し

たいの）もうขɔɑしたɛ」と自分のɗりたい̜̈́をͤえた

りǾ１ႭにɎうきをりにᚐȶたりなど飼育छႭ活動に対し

てሥ的なᚐ動がらɟたǿа生にɢɟなくても効လのᓦ

いȧみのᪿɔ方（ࡿ端にᪿɔる）がȺきるǿ「ミミȴɖɦの

うɦȴɂくȨいなあ」「きɖーǾくȨーい」と発しながらǾ

Ǿ力なくブラシをこするなどɗるのスイッʋがҒɟ

る場面がらɟるǿа生からブラシの正しいこすり方を教ɢ

りǾ「ɾシɾシȶていいᬩするɀ」とۦをかけてもらうǿミ

ミȴɖɦが᭵を᭥べるറ子をながら「おɃあȴɖɦだȶた

らǾтԚͷදくらいかな」という発をするǿ「あーǾҋȴɖȶ

たー」「ミミȴɖɦǾҋȴɖȶたー」「こɟǾ自分Ⱥɗȶたのか」

とミミȴɖɦが自分Ⱥజካをどかしてҋてきたことに感॑す

る姿がらɟǾ小ࠎの౻ȡりȡり近くȺミミȴɖɦをᒾ֞

くᜊ察するറ子がらɟたǿ

図３　Ｃ３児の描画（左：事前　右：事後）
担任の解釈：ウサギの足がᴱ本ȺあることǾᐝɂこɦな

ɈうȺあることを意識して૫いたのȺɂないかǿᵀ 3 児

にしてɂǾᑡ体の中の色をಏऐくڴȶたと考えらɟるǿ

Ｃ４児（叙事）の言動：

第２回：
ᕹᤗいǾᝈし方がともにऐɔȺǾՓだȴとɈȩけたり会ᝈ

をしたりすることをഒしɦȺいるറ子がらɟたǿʦウル

いの̜̈́内߁をа生の指ᇉがなくてもੰ૱しておりǾՓだ

ȴに教えてあȥることがȺきるǿ̜̈́内͏߁外ȺあるǾՓだ

ȴのʨスクがɟてしɑうとつけてあȥることɗǾ段ࢃがあ

りา意してあȥることなどのᚐ動も۹くらɟたǿа生からǾ

生物としての知識ȺǾウサギɂථがͩびるからかȫり್を小

内にᏚいてあることを教えてもらうǿミミȴɖɦを᜔りǾࠎ

「あȶたかいȺしょ」とՓだȴからۦをかけらɟると「ௐ通

ȫɖɦ」とǾ͏Ұから知ȶていたɛうなᣌኌをするǿ

第３回：
ɲプロンをᎌȶたりǾа生のਖ਼がሳかない間Ǿ２つのグルー

プに分かɟておくɛう૬ಘしたりするなどǾ活動にሥ的に

ᚐ動しɛうとする姿がらɟるǿ小ࠎの中のጊをɎうきȺો

く᪨もǾՓだȴとमҾを分આすることを૬ಘし効လɛくछႭ

活動をɔるǿа生が「ミミȴɖɦのᯢのේ」という表現を

とるとǾ「ミミȴɖɦȶてᯢのේȫɖなくてේȫɖないのᴼ」

とǾ生物としてミミȴɖɦをસえているറ子ǿブラシȺࣂを

こする理ႏ（ยȨɟたࠇをりǾ小ࠎを፩Ჲにする）をੰ
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動物飼育体験の教育的効果（２）

૱しておりǾՓだȴにも教えてあȥているǿҰ回のɛうにछ

ႭのᝈȺɂなく習い̜などの会ᝈをՓだȴとするがǾȰの中

Ⱥミミȴɖɦに関連してかǾ人ढのウサギのᝈをもȴかけるǿ

「ミミȴɖɦȶてࢶȮだɛɀ」とミミȴɖɦのǾોをして

もらえることの生活のᝈǾ小学校Ⱥの飼育のᝈをՓだȴɗа

生とするǿɑたǾクローʚーのʦウルを「ミミȴɖɦȶてɛ

く回るからこうしたɎうがいいのかな」とǾミミȴɖɦのᚐ

動を̙ລしてᏚくǿ

第４回：
ɲプロンを着けながら小ࠎの中をᜊ察しጊがいȶɄいあるこ

とをᆬ認するǿՓだȴに「̾ɀǾクローʚー᭥べとるɦȯ」

とミミȴɖɦのറ子をͤえるǿᄒの̜̈́のमҾがขɑらȭǾ

「ȫɖあǾᵀᴱが１人Ⱥブラシする」「１人ȺもいいǾなɦȺ

もいいから」「なɦȺもいい」とੵȥɗりなറ子をみȮるǿ

छႭのᣩ中Ǿ小ࠎの外にいたේᘖに͇くǿ小ࠎの中にоる

とǾ「あᴞʨスクᴞʨースーク―ᴞ」「くȨいのȺ͇いたᴞ」

とミミȴɖɦのጊがᒳいことからʨスクを͇けॗɟていたこ

とを１Ⴍに͇くǿ小ࠎの外にҋてᄒの分のʨスクをᥓȶて

あȥるǿ野ᕗをҒる̜̈́をしながらǾブラシいの世ᝈम

をする（「ԡ分こȺᆹかɟ」ɗ「こȶȴɗるɦだɛ」など）ǿ

ミミȴɖɦɂʕンジンɛりもクローʚーɗサʎʨイʬが好き

なことを「サʎʨイʬ好きなɦだɛ」「クローʚーもǾサʎ

ʨイʬも好き」とа生にͤえることがȺきるǿՓだȴに「ʕ

ンジンǾミミȴɖɦɂݲいなɦだɛɀ」とᆬ認Ȩɟると「ݲ

いȶていうɛりɂȨーǾɈつう」と発するǿミミȴɖɦが

クククとᱝいたことにᒾ֞をもつǿᄒがаに࿁づけのໄ϶を

しているからかǾ᜔ɟ合い間がᄒɛりもԡ分͏上ߵなかȶ

たǿ「ミミȴɖɦǾ፤の中にේᘖがΞоしてきたらどうする

のかな」と発するǿ

第５回：
「もうขɑȶとるもɦɀ」「えȶとǾɎうきǾɎうきǾʦウル」

と外にҋるとすȣにՓだȴとʦウルいになるかブラシ

になるか自分たȴȺขɔておくǿ「ȫɖあǾ（ȧみを）ᪿɔɛ

うǾこȶȴϫにᪿɔɛう」小ࠎのࡿ端を指ࢃしǾȧみを一か

にᪿɔることを૬ಘするǿ「うɦȴがとȶてもいȶɄい」「う

ɦこたくȨɦあるɀー」「うɦȴのگあるー」「ᑸȶたうɦこ

みたいなᄌいɗつもある」とǾいつものミミȴɖɦのጊの色

をੰ૱しているറ子がらɟたǿጊをɎうきȺોきながらミ

ミȴɖɦが小ࠎの中Ⱥ生活しているറ子を理ᜓするǿ「ɀえǾ

てǿこɦなとこɠにɑȺうɦȴしとるがɗけど」とǾすの

この近く（ᪿɔる場の対ᜏ፷の場）にɑȺጊがあること

に͇いたりǾ「ɛくミミȴɖɦここ఼るɛɀー」と͇い

たりするǿブラシȺࣂをᆹきながらǾウサギも人間とպȫɛ

うにたくȨɦࠇをยすることについて「人間だȶてたくȨ

ɦおしȶこするもɦ」とպȫ場にȶて考える姿がらɟ

たǿछႭの̜̈́がጶɢるとǾミミȴɖɦのറ子を小ࠎの外か

ら１Ⴍ長くᜊ察するǿ「なɦかクンクンしてる」「クンクンȶ

て」とミミȴɖɦの᳣がɇくɇく動いていることに͇きǾ

しȰうにታうǿݼ

図４　Ｃ４児の描画（左：事前　右：事後）
担任の解釈：飼育体験Ұの૫႕からǾウサギのറȁな姿

をસえɛうとしていることがͤɢȶてくるǿウサギの姿

からǾᵀᴱ児にとȶてウサギにɂᛓୣのイʫージがありǾ

ᯤɗうɦȴが表現ȨɟていることȺǾウサギについての

理ᜓがɑȶていることがɢかるǿウサギの生活につい

て૫かɟた１になȶているのȺɂないかと९ɢɟるǿ

（3）Ｃグループの幼児
Ｃ５児（男児）の言動：

第２回：
ጶ始ʊンɾʪシがになるǿોႊщをໄ϶する᪨ɗ実᪨に

ોをする᪨ǾՓだȴにᭅることが۹く自分からᚐ動しɛう

としないǿ「くȨい」というᕹをᎱりᣌしǾ࿁ਖ਼ȺɎうき

ɗブラシをΈう姿からǾछႭの̜̈́にいɗいɗりጸɦȺい

るɛうなറ子がらɟるǿミミȴɖɦと᜔ɟ合いがጶɢるとǾ

「ɑたɀ」とՓだȴのɛうにミミȴɖɦにするǿጶɢり᪨Ǿ

つけたʊンɾʪシをʧケットの中にоɟて保育に持ȶて

いこうとするറ子がらɟるǿ

第３回：
ミミȴɖɦのጊが小ࠎの外にɑȺ᭣ɦȺきているのをてǾ

どうしてȰの状況が作らɟたのかǾミミȴɖɦの場になȶ

てЅしǾ自分なりの考えを持ȶているǿ野ᕗを早くҒりた

いのかǾа生からの指ᇉをशたȭにӿˣをΈおうとするǿ「ɑ

ȭǲǲからするɦだɛɀ」と自分のᜁえている̜̈́をՓだȴ

とᆬ認し合うǿミミȴɖɦの姿を͇けるとǾታȺぶറ

子ǿа生に教えてもらɢなくてもǾТしいなȺ方をするǿ

第４回：
ጶ始Ɉȩけるറ子がらɟるǿඳɦȺいるේᘖを͇けるとǾ

ɎうきのේаȺේᘖをդこうとするǿするとǾՓだȴから「だ

ɔ」とา意Ȩɟɗɔるറ子がらɟたǿɎうきȺ遊ぶറ子が

ɛくらɟるがǾ「ɀえǾ知ȶてたᴼᆕすȡるうɦȴɂだɔ

だしǾ౬らかすȡるうɦȴもだɔなɦだɛ」とǾ家族からᐨ

いたᝈをՓだȴɗа生にͤえる姿もらɟるǿՓだȴがミミ

ȴɖɦの᭥̜ႊの野ᕗをҒȶていると「かぼȴɖȶてᆕいか

らҒりにくいɦだɛ」「ʕンジンɛりもҒりにくいɛ」とͤ

えるǿ࿁͇けのᣩ中Ǿケージの中にいるミミȴɖɦのを

きᣅみ「Ƀあー」とۦをかける姿がらɟたǿキリンとライ

ɴンのᝈをするǿ「ТしくなȺてあȥるとɀǾミミȴɖɦߒ

ɗすくなるɦだɛ」ɑたǾ॑ᒨのͱᏚをいながら「ウサギ

ɂ॑ᒨがᤏうɦだ」とᄒに教えるǿа生から「持ȴɛȨȰ

うなしてるɀ」とɢɟǾミミȴɖɦのを実᪨にてみ

ると目がጯくえたのかǾ「३ȶてるǾɗȶɄりᴞ」と発

する場面があȶたǿ

第５回：
ɲプロンをつけるとすȣにケージの中のミミȴɖɦのȰɃɑ

Ⱥᚐき「ミミȴɖɦ」とۦをけることからǾミミȴɖɦに

ᒾ֞を持ȶているറ子がみらɟたǿʗットの上から「いいこ

いいこ」とʧンʧンとդいたりǾଝȺるറ子から「早く᜔り

たい」という९いがあるɛうにらɟたǿミミȴɖɦをТし

く᜔らないと怖がȶてしɑうことを「ȣȶてɗȶたらɀえǾ

ミミȴɖɦმがるからɀ」と保育者にͤえらɟることがȺき

るǿミミȴɖɦを「ȰɠȰɠ 5 දくらいだからɀ」とᴲදの

おɃあȴɖɦだと९ȶている（ᯤが生えていることからも）ǿ

（า）　　　：生֤のᢌ視

図５　Ｃ５児の描画（左：事前　右：事後）
担任の解釈：ウサギに表情がȺてきたǿ体がなɦとなく

˽くなȶているのɂウサギに対し可ঢ়いという९いなの

Ⱥɂないかǿ太がፎの中にӏɢȶたことに意֞がある

のȺɂないかǿɟていたらʧɵʧɵのȺミミȴɖ

ɦɂ元になるというǾ飼育をጽ験してミミȴɖɦのこ

とを考えたፎだと考えらɟるǿ
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Ｃ６児（男児）の言動：

第１回：
ጶ始ᕹを発することがあɑりなくǾՓだȴとのɽミʯʕ

ケーションもあɑりとらないറ子がらɟたǿՓだȴがɎう

きだけを小ࠎに持ȶていこうとした᪨Ǿȴりとりも持ȶてい

くかᣘうጨળりがらɟたǿブラシのΈい方をа生に教えて

もらȶてもǾ力なく上ᣃをこするだけの姿がらɟたǿ

第２回：
ブラシいになるǿᴱ人のɗりたいものがᚱȶたǾ「۰

ɢȶてあȥてもいい人」とа生からᐨかɟるとͷもՕ応しな

いǿឲȶてもらうǿɑȭఊқにͷのોႊщをໄ϶すɟɃɛ

いのかɢからȭᤏうものを持ȶてきたりǾブラシとʚケʎの

水のΈい方が間ᤏȶていたりǾȰのの「なȯこのႊщをΈȶ

てોをする॒要があるのか」をɑだ理ᜓしきɟていない姿

がらɟたǿҰ回ɛりǾҰのɔりに॑をおいてブラシをΈ

うという力ऐいこすり方がȺきていたǿミミȴɖɦのේ˶み

を一ް方向にТしくଝȺることがȺきるǿ

第３回：
したい̜̈́がՓだȴとᚱȶたǾͅのՓだȴにឲȶてあȥる

ことがȺきるǿҰ回とպറǾҰに॑をおいて力ऐくブラシ

ȺこすることがȺきているǿミミȴɖɦのේ˶みのպȫρ

をǾպȫ᜔り方Ⱥͷ度もଝȺるǿ

第４回：
ጶ始あɑり発をしないǿ۳͡みҰにа生からͷ度も教えら

ɟていた「Ɏうきを一度小ࠎの中にᏚいてからͅのᤍщを

りにᚐく」という動作がȺきているǿブラシȺ小ࠎの中をᆹ

く᪨Ǿぼーȶとͅの̜̈́をᅒɔたりǾࣂをࢿく๏くこすȶた

りする姿がらɟたǿ

第５回：
活動が始ɑるҰǾ᪬のጸのՓだȴがいることに͇くとǾ発

することɂないが֚りのՓだȴとպȫɛうに一緒にいるറ

子がらɟǾታもらɟたǿȴりとりの中のȧみをȧみᚨ

にоɟるときに୵ɔにしてоɟると፩Ჲにоることをа生に

教えてもらうǿа生の指ᇉをशたなくても自分からʚケʎを

小ࠎの中に持ȶていくことがȺきるǿɑたǾҰ回に比べブラ

シを˵ਖ਼Ⱥ力ऐくこするΈい方がȺきているǿᆹき方もǾ一

つの۾きなጊをᪿ中してこするというᆹき方に۰化してい

たǿ᜔ɟ合い間Ǿ始ɔɂ人ࢃし指Ⱥ᜔ȶていたがǾа生に

ӒȨɟਖ਼のࢲп体Ⱥミミȴɖɦを᜔ることがȺきたǿऻԡ

ȺミミȴɖɦがᑱᠨしǾՓだȴと一緒ににこにこታȺミミ

ȴɖɦをᣜいかける姿がらɟたǿՓだȴにつらɟǾ「ミミ

ȴɖɦᑱᠨしたɛー」と᪬のጸのՓだȴに۾きなۦȺ報֖す

る姿がらɟたǿミミȴɖɦがᑱᠨしたというҋ఼̜に対しǾ

おどけた表情をȮたりታȺいたりする姿がらɟたǿ

図６　Ｃ６児の描画（左：事前　右：事後）
担任の解釈：色もあɑり考えることɂなくǾ֚りのՓだ

ȴがፎを૫く姿をてǾ֚りにあɢȮて૫႕をするとい

う姿がɛくみらɟるǿ̾ 回ɂウサギに表情がついているǿ

（4）Ｄグループの幼児
Ｃ７児（男児）の言動：

第２回：
ጊに対して「い」とȶたりǾʦウルをう᪨にミミȴɖ

ɦのේがついていたことにᯆききɟいにしɛうとしたりǾ

いもの・をきɟいにしɛうとする意識があるɛうにらɟ

るǿՓだȴと一緒にᝈしながらഒしɦȺ̜̈́をɔるǿᣩ中

Ⱥʊンɾʪシを͇けるとǾ「自分のʊンɾʪシ」とۼ中に

なȶてしɑいɑɢりがえなくなるǿʊンɾʪシをᐾᡵᫌȨ

ȭ持ȶていたことȺǾ意َȮȭʊンɾʪシがඳɦȺしɑȶたǿ

活動のఊऻにа生からǾ「ʊンɾʪシの֤も۾ҒにしてɎし

い」「飼育の間ɂ飼育の̜̈́にߩॡしǾ早くጶɢɟɃ好き

な遊びの間も増える」ということをͤえらɟるǿ

第３回：
ՓだȴのɲプロンをፀɦȺあȥることがȺきるǿа生の指ᇉ

にिいǾՓだȴとԦ力してブラシいの̜̈́をすることが

Ⱥきるǿᣩ中Ǿ小ࠎの中にアリがいることをᆬ認し動きをඨ

ɔるがǾ自分Ⱥ̜̈́をѓ開することがȺきるǿミミȴɖɦに

対しᫎがɗɦだということをͤえるǿа生の指ᇉにिいǾଝ

Ⱥ方をᆬ認してミミȴɖɦに᜔ɟるǿ

第４回：
छႭが始ɑるҰǾʗットの上からミミȴɖɦをТしく᜔る̈́

ᔯをし「かɢいい」「᜔りたい」と発する姿がみらɟるǿ

Ұ回ɗȶたことを教生а生に正しく教えてあȥることがȺき

るǿ̜̈́をしたことのないՓだȴにもǾ̜̈́内߁ɗミミȴɖ

ɦのጊのढ状（ᆕい・౬らかい）をТしく教えることがȺきるǿ

ɎうきȺȧみをᪿɔる᪨にɂȁとᪿ中してોをする姿が

らɟるǿՓだȴがミミȴɖɦを᜔るറ子をてǾ「ේ˶み

にȰȶてなȺてあȥるɦだɛ」「ȫɖないとミミȴɖɦ怖が

るɛ」ということをͤえることがȺきるǿ

第５回：
ʦウルいの̜̈́をՓだȴとमҾ分આしてりጸɓǿʦウ

ルをいながらǾ「（このɑɑɢないと）うɦȴǾ（ミミȴɖ

ɦが）᭥べȴɖうɀ」とǾミミȴɖɦの持ȴを考えछႭ活

動をɔるǿ᜔ɟ合うことɂȺきなかȶたがǾミミȴɖɦの

᭥̜をᜊ察しǾ᳣を動かしているറ子をて「᳣Ǿクンクン

してる」「かɢいい」「᜔りたい」など発をしているǿ

図７　Ｃ７児の描画（左：事前　右：事後）
担任の解釈：ᔪ色のミミȴɖɦを意識しているǿ外ౕだ

けȺᔪ色をڴるのをႡɑȶたのɂǾʤンȺٍȶたことȺ

ミミȴɖɦの体の色ɂᔪ色Ǿとͤɢると९ȶたのȺɂな

いかǿ

Ｃ８児（男児）の言動：
第１回：
ጶ始うɠうɠඬいたりǾ好きな遊びの間がරȶているか

（「̾ͷᴼ」とᐨいて間をᆬ認）尋ɀたりするറ子がら

ɟたǿа生のᝈもᪿ中してᐨくことがȺきȭǾ自分のことを

Таした動が۹くらɟるǿа生がていない間ɂ力なく

上ᣃだけȺブラシをこすȶているがǾスイッʋがоるとа生

に教えらɟた通りのブラシのΈい方（˵ਖ਼をつかいͲ姿ӯ）

Ⱥોをするǿᄒɛりウサギと᜔ɟ合う間ɂᅽいがǾ「ど

うᴼあȶたかいɀǿ生きとるからɀǿ」というа生からのۦ

けに対しǾミミȴɖɦを᜔ると「あȶたかい」とታになるǿ

第２回：
ɲプロンをつけらɟないことȺа生にɗȶてもらうとǾ自分

がҋ఼上がȶたからすȣに飼育活動を始ɔたいǾとͅのՓだ

ȴをशたないറ子がらɟるǿブラシいになるǿᴱ人の

ɗりたいものがᚱȶたǾ「۰ɢȶてあȥてもいい人」とа

生からᐨかɟるとͷもՕ応Ȯȭឲȶてもらうǿ早くጶɢらȮ

たいのかǾ「Ⱥきた」とᣩ中Ⱥа生に報֖するǿ目にоȶた

ものにᒾ֞がሉるのかǾՓだȴが作ഈのᣩ中Ⱥも「ɀえǾミ

ミȴɖɦの᭵ȶてこɟᴼ」とа生に尋ɀるǿҰに॑をおい

てブラシをΈうことがȺきǾҰ回ɛり上ᤎしているǿ᜔ɟ合

いの間Ǿ「あɟǾここ（ේが）ない」ウサギのේが۹いとこɠǾ

があることに͇いたറ子ǿȁǾミミȴɖࢃないとこɠのߵ
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動物飼育体験の教育的効果（２）

ɦのをきᣅみながらТしく᜔るǿ

第３回：
ɴタʨジʭクシのᝈをа生にするǿ小ࠎにоると「̾日ɂあ

ɦɑりうɦこしてないなあ」とǾミミȴɖɦの日ᬰのറ子を

ᜊ察し比較した上Ⱥの考えを発するǿ野ᕗをӿˣȺҒるこ

とǾȧみᚨの中にɑとɔることなどǾ１人がする作ഈにᒾ֞

を持ȴ「したい」とɗりたいことをۦにҋしてͤえるറ子が

らɟたǿミミȴɖɦの᜔ɟ合いの間Ǿ１Ⴍにミミȴɖɦ

のもとɋᚐきǾ早く᜔りたいɛうなറ子がらɟたǿа生の

指ᇉがなくてもᐝのऻɠからおࠃにかけてଝȺることがȺき

ɈɢɈɢしていることに͇くǿɲプロンを࿁づける᪨Ǿʊ

ンɾʪシにをとらɟるǿ

第４回：
ȫȶとしていらɟない姿が目つǿ飼育活動が始ɑるҰに小

の中をᜊ察しǾ「おしȶこもいȶɄいɗȶとるɀ」とミミࠎ

ȴɖɦのࠇȺ小ࠎのࣂがたくȨɦɟていることに͇くǿ

ブラシいが自分一人Ⱥɗる॒要があるとなȶたǾ「１

人ȫɖɗだ」と発するǿ小ࠎの中にоりǾ「うɦこǾくȨーい」

と発しǾ「なɦかおかしいなーȶて९ȶた」とǾጊがᒳい

と͇いたことからǾʨスクを͇けॗɟていたことに͇きǾ

ᄒにʨスクを着ႊするɛう֣びかけるǿ小ࠎの外にいるේᘖ

を͇けると「ɑだේᘖおる」「うɦこᡍɦȺいいᴼ」と発

するなどᪿ中力がҒɟることがɛくあるǿа生のӒをՙ

けなくても小ࠎのࡿ端にȧみをᪿɔるとોをしɗすいこと

がɢかȶているǿブラシをΈう᪨ǾҰに॑をおき˵ਖ਼Ⱥ力

ऐくブラシをΈうことがȺきるǿа生に「ありがとうǾきɟ

いになȶた」とጶɢりをᇉすᕹをかけてもらȶてもǾ「あɟǾ

こɦなとこɠにも（うɦȴが）あȶた」とોきරしを͇け

るとఊऻɑȺಏऐくોをする姿がらɟたǿ᜔ɟ合いの

間にǾミミȴɖɦに向かȶて「いないいないɃあ」をした

りこȴょこȴょをしたりなど人間とպȫɛうなし方をする

റ子がらɟたǿ᜔る間がጶɢるとǾਖ਼についたේにᯆきǾ

「ਖ਼Ǿあらうᴞ」とਖ਼い場ɑȺᚐくǿ᜔ɟ合いの間Ǿ「ミ

ミȴɖɦɂーᴼ」とᗭの家ɗజを動かしながらすǿ「こɟ（ᗭ

の家）Ǿあȶたかいのᴼ」а生にᐨくǿ

第５回：
Ɉȩける場面があるがǾ外にҋるとすȣにՓだȴとʦウル

いになるかブラシになるか自分たȴȺขɔておくǿ野ᕗ

ʦックスを開けるとサʎʨイʬを͇けǾ「ミミȴɖɦȶて

サʎʨイʬ好きなɦだɛɀえ」とᄒにᆬ認するǿ始ɔのણ

がጶɢりǾа生から「ブラシいしたい人」と尋ɀらɟる

と「ɂーい」と元ɛくਖ਼をあȥるǿ小ࠎの中にоりながら「う

ɦこをɗるのᴼ」とᐨくǿレンɶを2つとも上に上ȥǾ「うɢあǾ

（レンɶの）˩にアリおȶた」と͇くǿ自分たȴȺࡿ端に

ȧみをᪿɔることをขɔǾሥ的にોをするǿ「うɦȴ 100

͏上あるɀ」と発するǿ「こɦなとこɠɑȺ」レンɶを上

ȥたիの上にもጊがあることに͇きǾ「ɎɦとにȺȶかい

なǿくȨーい」「ȴょȶと（ミミȴɖɦ）かɢいいɦだけどǾ

なɦかうɦこがくȨい」と発するǿа生にȴりとりをઃȨ

えていてもらいǾɎうきȺᪿɔたうɦȴをТしくȴりとりの

中にоɟる「うɢあーǾくȨいᴞɔȴɖくȴɖくȨいᴞ」᳣

にਖ਼をあてるǿՓだȴが野ᕗをҒɠうとする姿をて「ӿˣǾ

をつけてɀー」と֣びかけるǿ「ブラシȶてくるᴞ」と

ブラシをလаして持ȶてくるറ子もみらɟたǿࣂにʚケʎの

水をଔくと「足りない」と̾ɑȺの飼育活動と比較して考

えることもȺきているǿ「ɑだうɦȴරȶてるなー」「どɦだ

け（ミミȴɖɦ）おしȶこしてるかなー」と発しながらҰ

に॑をおいてɾシɾシࣂをᆹくことがȺきるǿ「ᴾրǾ（ミ

ミȴɖɦが）᭥べるとこɠたい」とǾᒾ֞をもȶてᜊ察し

ているǿՓだȴが「どうしておおうȴ᭥べるのᴼ」と尋ɀる

とǾ「こɟ（ʦウルにоȶているᗭ）近くにɗȶてあȥたらᴼ」

「こȶȴ（ʦウルにоȶているᗭ）もおいしいɦȫɖないᴼ」

と発するǿ

図８　Ｃ８児の描画（左：事前　右：事後）
આ͖のᜓ釈：飼育体験ऻの૫႕ɂǾウサギがറȁなこ

とをしているǿᯤがあるなどǾウサギのリアルȨがҋて

きているǿウサギが႕ʋックになȶたのɂǾௐ段ᵀᴵ

児がアʕʫのᝈ（ܯॷウɳッʋ）をするなどの影響がȺ

ているのかもしɟないǿ

考　察
飼育体験と生物理解・生命尊重の態度
本研究ȺɂǾ飼育体験におけるࢺ児の飼育動物ɋの理

ᜓɗ生֤߰の態度がǾ飼育छႭ活動の中Ⱥどのɛうに

するかを明らかにするたɔǾ対象児の飼育छႭ活動߁۰

をᜊ察しǾ動・૫႕の۰化を検討したǿȰのፀ果Ǿ飼

育छႭ活動をᴲ回ɔる中ȺǾ動物に対するঢ়着ɗ理ᜓ

がɑȶていると९ɢɟる対象児の発ɗᚐ動が۹く

らɟたǿしかしȰの۰化のʛターンɂǾグループにɛる

ᤏいがらɟたǿȰこȺ͏˩ȺɂǾグループȧとに۰化

のʛターンを考察するǿ

（1）Ａグループの幼児
このグループɂǾ家࣍Ⱥの動物飼育のጽ験がありǾ生

きものがુてらɟていたら「とてもযしい」という回ኌ

をᤣしたࢺ児Ⱥあるǿᴾグループの２名ɂǾқ回から

飼育छႭにおいてሥ的ȺありǾᴲ回の飼育体験を通し

てȰの動にᕻな۰化ɂらɟなかȶたǿઆ͖からの

ᐨきりにɛɟɃǾこの２名ɂ自ႏ遊びの間にも主体

的に生き物に᜔ɟる体験が豊ߋだとのことȺあるǿすな

ɢȴǾᴾグループɂ飼育体験Ұから生物に対しሥ的に

かかɢりǾ生֤߰の意識が高かȶたたɔにǾウサギの

飼育छႭ活ɂ子どもの日ࢠの࣫長፷上にある活動Ⱥあȶ

たǿȰのたɔǾᕻなᚐ動・態度の۰化をもたらȨなかȶ

たと考えらɟるǿ

（2）Ｂグループの幼児
このグループɂǾ家࣍Ⱥの動物飼育のጽ験ɂあるがǾ

̜ҰのインタビʯーȺɂいきものがુてらɟていても

「пུযしくない」と回ኌしたࢺ児Ⱥあるǿこの２名にɂǾ

飼育体験Ұऻの૫႕の۰߁に共通点がらɟたǿ

ɑȭウサギの色थの点ȺǾ飼育体験Ұの૫႕Ⱥɂᵀᴰ

児ɂᐾ色のʨーɵーʤンȺᢞが૫かɟておりǾᵀᴱ児

ɂʞンク色のʨーɵーʤンȺ体の色をڴらɟていたǿウ

サギにɂറȁなሗ᭒のウサギがސ在するがǾ現実にސ在

するウサギの۹くɂᄌ色Ǿ色Ǿཎ色といȶたིथ色ɑ

たɂᔪ色が۹いǿȰういȶた点ȺɂǾᴿグループの̜Ұ

の૫႕ɂウサギの色が正しく表現Ȩɟていないǿしかし
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̜ऻの૫႕ȺɂǾིथ色ɑたɂᔪ色のʨーɵーʤンȺ૫

かɟておりǾ現実のウサギに近い表現になȶたといえるǿ

ඒにウサギのढ態・姿ӯについてǾ̜Ұの૫႕Ⱥɂ２

名とも体のͱᏚ関Ρが明ᆬȺɂなくǾ一してどこɑȺ

が体Ⱥありなのかがɢからないǿ̜ऻの૫႕ȺɂǾ２

名とものͱᏚǾ体がどの方向を向いているかǾ足の͇

けಏがどこȺあるかが明ᆬになȶているǿ

ᵀᴰ児の̜ऻの૫႕にɂᔪ色のウサギが１ᏹ૫かɟて

いたǿ飼育体験Ұの૫႕にɂらɟなかȶたᴱ本足ɗࠃ

も૫ҋȨɟておりǾ飼育体験をしたことにɛȶてウサࠆ

ギについてのढ態的特ौがસえらɟ理ᜓがɑȶたとい

えるǿɑたᵀᴱ児の̜ऻの૫႕にɂǾᔯを᭥べているウ

サギǾยをしているウサギなどǾウサギの生態が表現

ȨɟているǿɑたǾʦウルにоɟらɟた水が૫ҋȨɟて

おりǾ飼育छႭ活動Ⱥ実᪨にΈȶたことがあるᤍщも表

現Ȩɟているǿしたがȶてᴿグループの２名ɂǾ飼育体

験にɛȶてウサギについての生物学的な理ᜓがɑȶた

と考えらɟるǿ

しかし飼育छႭ中の動からɂǾウサギに対するᜆঢ়

的な態度がᕻにɑȶたというᜳચɂ得らɟなかȶ

たǿ̜ऻの面調査Ⱥも生֤をあɑり߰しない態度に

۰化ɂらɟなかȶたǿ

ᴿグループのࢺ児ɂǾ̜Ұのインタビʯーにおいて生

き物がુてらɟていてもযしくないと回ኌしているǿし

たがȶてǾもともと生֤を߰する態度がみらɟないな

い子どもたȴȺあȶたǿ家࣍Ⱥの飼育体験ɂあるがǾ生

物に対する共感的な関ɢりɂߵないのかもしɟないǿᬻ

域「ၥہ」の内߁に関していうならɃǾ飼育体験ɂ「（2） 

生活の中Ⱥ，റȁな物に᜔ɟ，Ȱの性質ɗ̈́ጸみにᒾ֞

ɗ関॑をもつǿ」という体験ȺɂあȶたがǾ「（5） ᡵ近な

動物にᜆしみをもȶてし，生֤の߰Ȩに͇き，い

たɢȶたり，۾Ғにしたりするǿ」という体験にɂなら

なかȶたといえるǿすなɢȴǾ動物の体の̈́ጸみについ

ての理ᜓɂɑȶたがǾ動物ɋのᜆしみ・生֤߰と

いう体験にɂならなかȶたのȺあるǿこのɛうにǾ生き

物に対するᜆঢ়感情がͲい子どもに対してǾᜆঢ়感情を

高ɔたり生֤߰の意識を育てるたɔにɂǾ動物との

関ɢり方をもȶと܁ࡾする॒要があるǿ

（3）Ｃグループの幼児
ᵀグループの２名ɂ飼育体験Ұの調査においてǾ「ど

ȴらȺもない」をᤣする傾向がらɟたǿしかしᵀᴲ

児ɂ「生き物が好きȺすか」のᜫץにおいて「どȴらȺ

もない」から「ɂい」という回ኌɋǾ「自分ɛりऍい人

ɗ生き物をަȶてあȥたいȺすか」のᜫץにおいて「ど

ȴらȺもない」から「とてもަりたい」ɋ回ኌが۰߁し

たǿこɟに対してᵀᴳ児ɂ「生き物がુてらɟていたら

どう९いɑすか」のᜫץにおいて「どȴらȺもない」か

ら「あɑりযしくない」ɋǾ「生き物を可ঢ়がȶて۾Ғ

にしていɑすか」のᜫץにおいて「どȴらȺもない」か

ら「ߵし۾Ғにしている」ɋと回ኌが۰߁したǿ

飼育छႭの体験からɂǾᵀ 5 児がブラシȺウサギのጊ

をきɟいにોしたりǾなȯጊが᭣びୠȶてしɑȶたの

かを考えるറ子がᜊ察Ȩɟたǿɑたᵀᴳ児についてɂǾ

ブラシȺうȨȡのේをこすȶたりǾࣂのጊを力ऐくこす

りᕶとすなどǾウサギの生活の世ᝈをするറ子がᜊ察Ȩ

ɟているǿ

２人のࢺ児ɂウサギの生活の世ᝈをしたことにɛȶ

てǾ「生き物」というものがどのɛうなސ在かあるሌ度

理ᜓしǾ自分の中Ⱥ生き物をસえることがȺきるɛう

になȶたのだと考えらɟるǿᵀ 5 児にɂ生物を৮しɓ

持ȴのᕩᓾがらɟるがǾᵀ ¶ 児の面調査からɂǾこ

うした態度の۰߁ɂᕻにɂらɟなかȶたǿ̾ɑȺ飼

育ጽ験のなかȶたࢺ児が飼育छႭ活動を体験することに

ɛȶてǾ生物としてのウサギを理ᜓすることɂあるሌ度

ȺきたがǾᑌް的な॑情の育ȴɂɑだԚ分Ⱥɂないとい

えるǿ

（4）Ｄグループの幼児
このグループɂǾ家࣍Ⱥの飼育ጽ験ɂないがǾいきも

のがુてらɟていたら「とてもযしい」という回ኌをᤣ

しているǿこの２名ɂǾ̜ऻの面調査においてпて

のᜫץȺሥ的な態度がらɟるɛうになȶたǿȰの理

ႏとして考えらɟるのɂǾウサギの飼育というɛりも生

物のඳをጽ験したことȺあǿ

ᵀᴴ児ɂウサギの飼育छႭの活動中にʊンɾʪシがඳ

ȿというをጽ験したǿᵀᴴ児ɂயаにǾʊンɾʪシの飼

育にྒ中するఙがあȶたǿ飼育活動中にもʊンɾʪシ

をʧケットにоɟてଆᚐしていたとこɠǾʊンɾʪシが

ඳɦȺしɑうという場面があȶたǿᵀᴵ児ɂ自ႏ遊びの

間にઽɑえてきた生物がඳɦȺしɑうというጽ験をし

たǿこうしたጽ験ɂǾ２名のࢺ児に対してウサギの飼育

ɛりもऐいԱ象を˫えたのȺɂないかとລȨɟるǿ

༭野（2008）にɛɟɃǾ「ᴰ～ᴳදのࢺ児Ⱥあȶても

ඳを理ᜓするのɂ可能」ȺありǾඳのകॡの理ᜓにɂ飼

育する生き物などの「ඳ別ጽ験が影響する」と考えらɟ

るǿ２名とも生き物に「好き」というঢ়着を持ȶていな

がらもǾ意َȮȭᢌလに֤をȶてしɑȶた体験を通し

て「生き物を۾Ғにするにɂどうしたらɛいのか」とい

う考えをऐく持つにᒴȶたのȺɂないかと考えらɟるǿ

したがȶてᵁグループのࢺ児がウサギの飼育を通してど

のɛうな体験をしたのかについてɂǾ̾回のລ度だけȺ

ɂ考察がٌᫍȺあるǿ

（5）本研究のまとめ
こɟɑȺのឰ論からǾᴱつのグループのࢺ児にとȶて

ウサギの飼育体験が持つ意֞ɂȰɟȱɟႱなȶていたこ

とが察Ȩɟるǿ

ᴿ・ᵀ・ᵁグループのࢺ児にɂǾ飼育体験のҰऻȺ生

物の理ᜓɑたɂ生֤߰の態度に۰߁がらɟたǿᴿグ

ループのࢺ児ɂ生物ɋの理ᜓがɑȶたがǾ生֤߰の

態度ɂԚ分に育たなかȶたǿᵀグループのࢺ児ɂǾɓし

ɠ飼育体験を通ȫて生֤߰の態度があるሌ度育ȶたと
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動物飼育体験の教育的効果（２）

考えらɟるǿᵁグループのࢺ児ɂǾ生֤߰の態度をऐ

くくɛうになȶたがǾஒにᣖべたɛうにこうした۰߁

が生ȫた理ႏɂウサギの飼育体験とɂ別のとこɠにある

可能性が高いǿ

こうしたፀ果をᡍɑえるとǾࢺሓٛにおいて動物を飼

育する体験がどのɛうな意֞を持つのかɂǾ子どものȰ

ɟɑȺの体験ɗ生֤に対する態度にɛȶてႱなȶている

といえるǿ̾回ɂյグループ２名ȭつをҋした研究Ⱥ

あȶたたɔǾ本研究の成果がどのሌ度一ᓐ化Ⱥきるかに

ついてɂǾ̾ऻの検討が॒要Ⱥあるǿ

今後の課題－カリキュラムマネジメントについて－
（1）ウサギの飼育以外の体験について

本研究ȺɂǾウサギの飼育体験が生物学的理ᜓɗ生物

ɋのᜆঢ়感情・生֤߰の意識を高ɔるかどうかを検討

したǿしかしᬻ域「ၥہ」のɀらい（1）をᤎ成するた

ɔにɂǾウサギ飼育のͅにറȁな体験活動の可能性が考

えらɟるǿ

Ұ田（2012）ɂǾɵʫの飼育を通ȫてࢺሓٛ児がɵʫ

に「おɂɛうとۦをかける」・「ɵʫに名Ұを͇けɛうと

する」といȶたᜆঢ়感情をく効果とǾȰの日のຣ・

水ຣをᆬ認しながらɵʫのറ子をᜊ察するといȶた生物

学的理ᜓを高ɔる効果が共に生ȫたことを報֖してい

るǿҰ田（2012）の̜ȺɂǾɵʫの飼育ケースのᜫᏚ

場を子どもがɗすい場に۰えたことǾຣ・水ຣ

とプール活動との関Ρについてᝢ明したऻȺǾ飼育ケー

スのにߍをり͇けたことが教育的効果をもたら

したと考えらɟるǿ

ɑた藤ࠥ・࿁山・部・ᤲᬳ・జ村（2012）ɂǾ日ȧ

ɠから自ႏ遊びの中Ⱥ動物をɛくᜊ察しているࢺ児Ɏ

どǾɵʫについての生物学的理ᜓが高いことを報֖して

いるǿしたがȶてǾ単に動物を飼育しǾᜊ察するၥہを

ᜫްするだけȺɂなくǾ動物とのかかɢりをすɛう

な保育者の援Ӓが˪可එȺあるǿ

۹くのࢺሓٛ等ȺɂǾٛ外保育においてറȁな自ུと

᜔ɟあう体験を実ஃしているǿたとえɃ᪀ࠖࢺሓٛȺɂǾ

国山ࢳߵ自ུの家とȰの֚ᣃの自ུၥہを体験す

る活動（サʨーʋʭレンジ）をᚐȶている（小林ࠨ・ 田・

米﨑・稲垣・ᓌ林・高ࡀ・神川・中田・山村・ࣣ田・ࡀ

田 ¬201¶）ǿこのஃᜫȺɂǾ水ɗࠨ・石Ǿ水生生物Ǿറȁ

な生などに᜔ɟることがȺきるǿࢺሓٛ等のஃᜫ（࣮

物・ٛ࣍等）Ⱥɂ体験Ⱥきないɛうな自ུに᜔ɟるൡ会

を保ᜳすることもǾ生物学的理ᜓをしたり生֤߰の

態度を育てたりするܑൡとなるȺあɠうǿ

したがȶてこɟからɂǾᬻ域「ၥہ」のɀらい（1）

をᤎ成するたɔにǾ日ࢠ的な動物のᜊ察ɗ飼育・ڗ

の体験とǾٛ外保育における自ུ体験とをどのɛうにጸ

み合ɢȮたらɛいかというп体的な視点が॒要になȶて

くるǿᬻ域「ၥہ」のɀらいをᤎ成するたɔにᴰࢳ間の

教育႕（もしくɂᴳࢳ間の保育႕等）をኍްしǾු

にཱི点「ہၥ」ᄽしていく॒要があるǿしかしᬻ域ࢳ

をछてたɵリキʯラʪʨʗジʫントの研究ɂɎとɦど

छたらないǿ̾ऻɂ᎒的な研究にɛȶて子どもの体験

の۰߁を調査しǾɵリキʯラʪʨʗジʫントをᚐうたɔ

の基礎ʑータをՖᪿしていく॒要があるǿ

（2）小学校教育との接続について
野田・竹内（2002）ɂǾࢺሓٛにおける動物の飼育活

動が小学校の生活科とどのɛうに続するかについて検

討したǿ野田・竹内（2002）の研究ɂࢲ成 10 ࢺ版のࢳ

ሓٛ教育要ᬻと小学校学習指導要ᬻの続に関する分析

ȺɂあるがǾᬻ域「ၥہ」Ⱥ学ぶ内߁が生活科のɀらい

ɗ学習内߁との᭒ͬ性を指ଊしているǿ

成ࢲ 29 版の小学校学習指導要ᬻ（文部科学ࢳ

ᅁ ¬2017â）を検討するとǾ生活科のȐᡵ近な人ȁ，社

会おɛび自ུと関ɢる活動に関する内߁ȑの中にǾ「（7）

動物を飼ȶたり物を育てたりする活動を通して，Ȱɟ

らの育つ場，۰化ɗ成長のറ子に関॑をもȶてЄきか

けることがȺき，Ȱɟらɂ生֤を持ȶていることɗ成長

していることにづくとともに，生き物ɋのᜆしみを持

ȴ，۾Ғにしɛうとするǿ」という学習内߁がᜫްȨɟ

ているǿこɟɂǾࢺሓٛ教育要ᬻの「（5） ᡵ近な動物

にᜆしみをもȶてし，生֤の߰Ȩに͇き，いたɢȶ

たり，۾Ғにしたりするǿ」という活動のɑȨに࣫長፷

上にある学習Ⱥあるǿ

こɟɑȺもǾࢺ児教育と小学校教育との続ఙのあり

方についてɂറȁに論ȫらɟてきたがǾࢲ成 29 ࢺ版ࢳ

ሓٛ教育要ᬻ・小学校学習指導要ᬻȺɂǾこɟɑȺ͏上

に続ఙの要性が指ଊȨɟているǿしたがȶてᬻ域「ၥ

のɀらいがᤎ成ȨɟることがǾ小学校の生活科ɗአ「ہ

ୣ・理科とどのɛうにつながȶていくのかǾɑたࢺ児ఙ

におけるρȁの体験活動がǾ生活科ɗአୣ・理科のどの

学習内߁に発ࠕしていくのかを意識しながらࢺ児教育を

ᚐいǾȰの成果を小学校と共していく॒要があるǿ
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